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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ＰＣ鋼棒が緊張された状態で埋設されることに基づきプレストレスが付与されてなるコ

ンクリート構造物を補強する横締めＰＣ鋼棒突出防護工法において、

　受け部材をコンクリート構造物の表面に沿って配置する工程と、

　該受け部材を支持部材によって支持する工程と、

を備え、

　前記受け部材は、少なくとも一層が金属製である複数のメッシュ層と、前記コンクリー

ト構造物に対向する側に配置されるように前記メッシュ層に含浸させて形成される樹脂層

と、が積層されて構成されてなる、

　ことを特徴とする横締めＰＣ鋼棒突出防護工法。

【請求項２】

　前記受け部材の少なくとも一つの端部が階段状を呈するように、前記複数のメッシュ層

が配置された、

　ことを特徴とする請求項１に記載の横締めＰＣ鋼棒突出防護工法。

【請求項３】

　前記複数のメッシュ層は、ステンレス製のメッシュ層、二方向アラミド繊維シート、ス

テンレス製のメッシュ層、及び二方向アラミド繊維シートが、前記コンクリート構造物に

近接する側から順に配置されて構成された、

　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の横締めＰＣ鋼棒突出防護工法。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 緊 張 さ れ た 状 態 で 埋 設 さ れ る こ と に 基 づ き プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ

れ て な る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 補 強 す る 横 締 め Ｐ Ｃ 鋼 棒 突 出 防 護 工 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 従 来 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 強 化 す る 一 つ の 方 法 と し て 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 緊 張 し た 状 態 で

埋 設 す る こ と に よ っ て プ レ ス ト レ ス を 付 与 す る 方 法 が 使 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ

の よ う な コ ン ク リ ー ト 構 造 物 で は 、 埋 設 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 万 が 一 腐 食 し て 破 断 し て し ま

う と 、 そ の 緊 張 力 が 解 放 さ れ る こ と に よ っ て Ｐ Ｃ 鋼 棒 が コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 か ら 外

に 飛 び 出 し て し ま う お そ れ が あ り 得 る 。 そ こ で 、 構 造 物 表 面 に は 適 宜 鋼 板 等 を 配 置 し 、 上

述 の よ う な Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 飛 び 出 し を 防 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及

び ２ 参 照 。 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 　 図 ２ (a) は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造 の 従 来 例 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図

中 の 符 号 ２ ０ ０ は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 示 し 、 符 号 ２ ０ １ は 、 該 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ２ ０

０ の 中 に 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 示 し 、 符 号 ２ ０ ２ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ １ が 万 が 一 破 断 し た 場

合 に そ の 飛 び 出 し を 防 止 す る た め に 配 置 さ れ て い る 鋼 板 を 示 し 、 符 号 ２ ０ ３ は 、 該 鋼 板 ２

０ ２ を 貼 り 付 け る た め の 繊 維 強 化 シ ー ト を 示 す 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ４ ２ ６ ７ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ６ ２ ５ ４ ８ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 　 と こ ろ で 、 上 述 の よ う な 補 強 構 造 を 構 築 す る 場 合 、 繊 維 強 化 シ ー ト ２ ０ ３ を 貼 り 付 け

る ま で の 間 　 鋼 板 ２ ０ ２ を 支 持 す る た め に ケ ミ カ ル ア ン カ ー （ 不 図 示 ） を 使 用 し な け れ ば

な ら な い が 、 そ の た め に は 種 々 の 工 程 （ 例 え ば 、 ア ン カ ー 打 設 位 置 特 定 の た め に 行 う 鉄 筋

探 査 や 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 の 削 孔 や 、 ケ ミ カ ル ア ン カ ー の 養 生 等 ） が 必 要 と な り 、

そ の 分 、 工 期 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 　 ま た 、 鋼 板 ２ ０ ２ の 端 縁 は 、 図 ２ (b) に 詳 示 す る よ う に 、 切 り 立 っ た 形 状 （ つ ま り 、

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 対 し て 垂 直 に 切 り 立 っ た 形 状 ） を し て い る た め 、 コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 表 面 と 繊 維 強 化 シ ー ト ２ ０ ３ と の 間 に 隙 間 部 Ａ が 出 来 て 空 気 が 溜 ま っ て し ま っ た

り 、 鋼 板 ２ ０ ２ の 角 部 が 繊 維 強 化 シ ー ト ２ ０ ３ に 接 触 す る の で 該 シ ー ト ２ ０ ３ が 破 断 し 易

く な っ た り す る と い う 問 題 が あ り 、 そ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 該 隙 間 部 Ａ を パ テ

材 で 埋 め る 方 法 が 採 ら れ て い た 。 し か し 、 そ の 場 合 に は 、 パ テ 材 を 塗 布 し た り 硬 化 さ せ た

り す る た め の 時 間 が 必 要 で 、 そ の 分 、 工 期 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の 問 題 を 解 消 す る こ と の で き る 横 締 め Ｐ Ｃ 鋼 棒 突 出 防 護 工 法 を 提 供 す る

こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 図 １ (a) (b) に 例 示 す る も の で あ っ て 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 （ ２ ） が 緊 張

さ れ た 状 態 で 埋 設 さ れ る こ と に 基 づ き プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ て な る コ ン ク リ ー ト 構 造 物

（ ３ ） を 補 強 す る 横 締 め Ｐ Ｃ 鋼 棒 突 出 防 護 工 法 に お い て 、

　 受 け 部 材 （ １ ０ ） を コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ ３ ） の 表 面 に 沿 っ て 配 置 す る 工 程 と 、
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　 該 受 け 部 材 （ １ ０ ） を 支 持 部 材 （ １ 1） に よ っ て 支 持 す る 工 程 と 、

を 備 え 、

　 前 記 受 け 部 材 （ １ ０ ） は 、 少 な く と も 一 層 が 金 属 製 で あ る 複 数 の メ ッ シ ュ 層 （ １ ０ １ ，

… ） と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ ３ ） に 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ る よ う に 前 記 メ ッ シ ュ 層

（ １ ０ １ ） に 含 浸 さ せ て 形 成 さ れ る 樹 脂 層 （ １ ０ ０ ） と 、 が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て な る こ

と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 受 け 部 材 （ １ ０ ） の 少 な

く と も 一 つ の 端 部 が 階 段 状 を 呈 す る よ う に 、 前 記 複 数 の メ ッ シ ュ 層 （ １ ０ １ ， … ） が 配 置

さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 係 る 発 明 に お い て 、 前 記 複 数 の メ ッ シ ュ 層

（ １ ０ １ ， … ） は 、 ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 、 二 方 向 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト 、 ス テ ン レ ス

製 の メ ッ シ ュ 層 、 及 び 二 方 向 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト が 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ ３ ） に 近

接 す る 側 か ら 順 に 配 置 さ れ て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 　 な お 、 括 弧 内 の 番 号 な ど は 、 図 面 に お け る 対 応 す る 要 素 を 示 す 便 宜 的 な も の で あ り 、

従 っ て 、 本 記 述 は 図 面 上 の 記 載 に 限 定 拘 束 さ れ る も の で は な い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 受 け 部 材 の 外 面 （ つ ま り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 側 の 面

） に 樹 脂 層 が 形 成 さ れ る た め 、 該 外 面 は 接 着 剤 と の 相 性 が 良 く な り 、 該 接 着 剤 を 用 い て 該

受 け 部 材 を 堅 固 に コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 従 来

例 に て 述 べ た よ う な ケ ミ カ ル ア ン カ ー は 使 用 し な く て も 良 く 、 ケ ミ カ ル ア ン カ ー 打 設 の た

め の 種 々 の 工 程 （ 例 え ば 、 ア ン カ ー 打 設 位 置 特 定 の た め に 行 う 鉄 筋 探 査 や 、 コ ン ク リ ー ト

構 造 物 表 面 の 削 孔 や 、 ケ ミ カ ル ア ン カ ー の 養 生 等 ） は 不 要 と な り 、 工 期 を 大 幅 に 短 縮 で き

る と い う 効 果 が あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 隙 間

が 生 じ に く く な る の で 、 従 来 の よ う に パ テ 材 を 使 用 す る 必 要 は 無 く な る 。 そ の た め 、 パ テ

材 を 塗 布 し た り 硬 化 さ せ た り す る 時 間 が 不 要 と な り 、 そ の 分 、 工 期 を 短 縮 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 受 け 部 材 は 、 従 来 の 鋼 板 と 同 程 度 の 引 張 耐 力 を 有 す る

こ と が で き 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 を 適 確 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 破 断 し た

際 の 衝 撃 力 を 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 近 接 す る 側 に 配 置 し た ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 が

最 初 に 受 け る の で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 飛 び 出 し を よ り 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス

テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 と ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト と を 使 用 し て い る の で 、 受 け 部 材 を 耐 腐 食

性 に 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 図 １ (a) は 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で

あ り 、 同 図 (b)は 、 受 け 部 材 の 構 造 の 一 例 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ (a) は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造 の 従 来 例 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ り

、 同 図 (b)は 、 そ の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 　 以 下 、 図 １ に 沿 っ て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 　 本 発 明 に 係 る 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造 は 、 図 １ (a) に 符 号 １ で 例 示 す る も の

で あ っ て 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ が 緊 張 さ れ た 状 態 で 埋 設 さ れ る こ と に 基 づ き プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ
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れ て な る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ を 補 強 す る た め の 構 造 で あ っ て 、 該 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ が 腐 食 に よ

り 破 断 し た 場 合 に お い て も 該 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ か ら の 飛 び 出 し （ 図 面 右

方 向 へ の 飛 び 出 し ） を 抑 制 又 は 防 止 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 　 本 発 明 に 係 る 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造 １ は 、 図 １ (a) に 例 示 す る よ う に 、

・ 　 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ が 飛 び 出 し て 来 た 場 合 に そ の Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ を 受 け る よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 構

造 物 ３ の 表 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 部 材 （ 以 下 、 ＂ 受 け 部 材 ＂ と す る ） １ ０ と 、

・ 　 該 受 け 部 材 １ ０ を 所 定 位 置 （ つ ま り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ の 表 面 に 沿 っ た 位 置 で あ

っ て 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ の 飛 び 出 し が 生 じ る お そ れ の あ る 位 置 ） に 支 持 す る 支 持 部 材 １ １ と 、

に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 上 述 の 受 け 部 材 １ ０ は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ の 表 面 に

近 接 し て い れ ば 足 り 、 該 表 面 に 接 触 し て い る か 否 か は 問 わ な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 　 こ の 受 け 部 材 １ ０ は 、 図 １ (b) に 詳 示 す る よ う に 、

・ 　 積 層 さ れ た 状 態 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 少 な く と も 一 層 が 金 属 製 （ 好 ま し く は ス テ ン レ

ス 製 ） で あ る 複 数 の メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ４ と 、

・ 　 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ に 対 向 す る 側 （ 図 示 左 側 ） に 配 置 さ れ る 樹 脂 層 １ ０ ０ と 、

が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 上 述 の 樹 脂 層 １ ０ ０ と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 層 を

挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 本 明 細 書 に お け る メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， … と は 、 い わ ゆ る メ ッ

シ ュ （ 網 の 目 の 意 ） の 形 状 を し た 層 だ け を 意 味 す る の で は な く 、 複 数 の 貫 通 孔 （ 樹 脂 を 含

浸 で き る よ う な 貫 通 孔 ） を 有 す る シ ー ト 状 の も の ま で 含 む 概 念 で あ る 。 さ ら に 、 上 述 の 支

持 部 材 １ １ は 、 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト や ナ イ ロ ン シ ー ト な ど の 公 知 の 材 料 で 構 成 す れ ば 良 く

、 該 支 持 部 材 １ １ の 端 縁 は 公 知 の 接 着 剤 に よ っ て コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ の 表 面 に 接 着 す る

と 良 い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 　 本 発 明 に よ れ ば 、 受 け 部 材 １ ０ の 外 面 （ つ ま り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 側 の 面 ） に 樹 脂

層 １ ０ ０ （ 例 え ば 、 エ ポ キ シ 樹 脂 層 ） が 形 成 さ れ る た め 、 該 外 面 は エ ポ キ シ 系 や ア ク リ ル

系 の 接 着 剤 と の 相 性 が 良 く な り 、 該 接 着 剤 を 用 い て 該 受 け 部 材 １ ０ を 堅 固 に コ ン ク リ ー ト

構 造 物 ３ に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 従 来 例 に て 述 べ た よ う な ケ ミ カ ル

ア ン カ ー は 使 用 し な く て も 良 く 、 ケ ミ カ ル ア ン カ ー 打 設 の た め の 種 々 の 工 程 （ 例 え ば 、 ア

ン カ ー 打 設 位 置 特 定 の た め に 行 う 鉄 筋 探 査 や 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 の 削 孔 や 、 ケ ミ カ

ル ア ン カ ー の 養 生 等 ） は 不 要 と な り 、 工 期 を 大 幅 に 短 縮 で き る と い う 効 果 が あ る 。 ま た 、

前 記 受 け 部 材 １ ０ は 、 樹 脂 層 １ ０ ０ 以 外 の 部 分 は メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， … で あ る た め 、 樹 脂

（ 例 え ば 、 エ ポ キ シ 樹 脂 ） を 含 浸 さ せ る だ け で 該 樹 脂 層 １ ０ ０ を 形 成 す る こ と が で き 、 そ

の 形 成 が 簡 単 で あ る 。 な お 、 支 持 部 材 １ １ で 固 定 す る ま で の 間 の 受 け 部 材 １ ０ の 面 方 向 の

ズ レ （ つ ま り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 沿 っ た 方 向 の ズ レ ） を 防 止 す る た め 、 簡 易 な

ズ レ 止 め （ 例 え ば 、 長 さ が １ ０ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 の プ ラ ス チ ッ ク 製 ピ ン ） を 使 用 し て も 良 い

。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 　 と こ ろ で 、 上 述 の メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， … に は ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト （ 例 え ば 、 二 方 向 ア

ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト ） を 用 い る と 良 く 、 前 記 複 数 の メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， … を

・ 　 金 属 製 の メ ッ シ ュ 層 （ 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 ） と 、

・ 　 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト （ 例 え ば 、 二 方 向 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト ） と 、

を 交 互 に 積 層 し て 構 成 す る と 良 い 。 こ れ に よ り 、 受 け 部 材 １ ０ は 、 従 来 の 鋼 板 と 同 程 度 の

引 張 耐 力 を 有 す る こ と が で き 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ の 突 出 を 適 確 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 　 こ の 場 合 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ３ に 近 接 す る 側 （ 図 １ (a) の 左 側 ） か ら 、

・ 　 ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 （ 符 号 １ ０ １ 参 照 ）

・ 　 二 方 向 ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト （ 符 号 １ ０ ２ 参 照 ）

・ 　 ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 （ 符 号 １ ０ ３ 参 照 ）

・ 　 二 方 向 の ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト （ 符 号 １ ０ ４ 参 照 ）
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の 順 に 配 置 し て 、 鋼 板 と 同 等 の 引 張 耐 力 を 得 る よ う に す る と 良 い 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 構

造 物 ３ の 側 に 金 属 製 の メ ッ シ ュ 層 を 配 置 す る と 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ が 破 断 し た 際 の 衝 撃 力 を 該 メ

ッ シ ュ 層 が 最 初 に 受 け る こ と と な り 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ の 飛 び 出 し を よ り 有 効 に 防 止 す る こ と が

で き る 。 さ ら に 、 ス テ ン レ ス 製 の メ ッ シ ュ 層 と ア ラ ミ ド 繊 維 シ ー ト と を 使 用 し た 場 合 に は

、 受 け 部 材 １ ０ を 耐 腐 食 性 に 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 　 と こ ろ で 、 前 記 受 け 部 材 １ ０ の 少 な く と も 一 つ の 端 部 （ 複 数 の メ ッ シ ュ 層 １ ０ １ ， …

等 で 構 成 さ れ る 積 層 体 の 端 部 の 意 ） が 階 段 状 を 呈 す る よ う に 、 前 記 複 数 の メ ッ シ ュ 層 １ ０

１ の 大 き さ や 配 置 位 置 を 設 定 す る と 良 い 。 そ の よ う な 階 段 状 と し た 場 合 に は 、 コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 表 面 と 前 記 支 持 部 材 １ １ （ つ ま り 、 前 記 受 け 部 材 １ ０ を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る シ

ー ト 状 の 支 持 部 材 １ １ ） と の 間 に 隙 間 が 生 じ に く く 、 従 来 の よ う に パ テ 材 を 使 用 す る 必 要

は 無 い 。 そ の た め 、 パ テ 材 を 塗 布 し た り 硬 化 さ せ た り す る 時 間 が 不 要 と な り 、 そ の 分 、 工

期 を 短 縮 で き る 。 な お 、 受 け 部 材 １ ０ の 全 周 の 端 部 を 上 述 の よ う な 階 段 状 に す る と 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 　 １ 　 　 　 　 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 補 強 構 造

　 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ Ｃ 鋼 棒

　 　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 構 造 物

　 　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 受 け 部 材

　 　 １ １ 　 　 　 　 　 　 支 持 部 材

　 　 １ ０ ０ 　 　 　 　 　 樹 脂 層

　 　 １ ０ １ ， … 　 　 　 メ ッ シ ュ 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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